
し
ょ
さ
ん
べ
つ
農
楽
校「
い
も
堀
り
体
験

し
ょ
さ
ん
べ
つ
農
楽
校「
い
も
堀
り
体
験
」」

メ
ー
ル
登

メ
ー
ル
登
録録

☆
登
録
ご
希
望
の
方
は
、

お
名
前
を
添
え
て
送

信
願
い
ま
す
。
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１　健全化判断比率及び資金不足比率の概要について

　平成１９年度決算から「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方自治

体が財政の健全化を判断するための４つの指標（健全化判断比率）と、公営企業ごとに

経営状況を明らかにする指標（資金不足比率）の公表が義務付けられました。

　また平成２０年度決算からは、この各指標のいずれかひとつでも基準以上になった

場合は、財政の早期（経営）健全化や財政の再生を図るための計画策定が必要とな

ります。

２　本村の健全化判断比率

　本村の令和３年度の健全化判断比率は、平成１９年度から引き続き、いずれも早期

健全化基準を下回っています。そのうち、実質公債費比率は平成１９年度に１８．０％を

超え、起債許可団体となっていましたが、平成２０年度以降は基準を下回っており、

令和３年度については普通交付税が増加したことによるものが主な要因で、前年度

より０．３ポイント減となっています。

　今後も一層の財政の健全化に努めます。

３　本村の資金不足比率

　令和３年度の資金不足比率は簡水会計、農集会計とも経営健全化基準を下回りま

したが、簡水会計については、これまで整備された施設の公債償還などが平成２９年

度にピークを迎えその後減少する見込みであり、引き続き更なる健全化に向けた経

営改善に取り組みます。

令和３年度

北海道初山別村健全化判断比率及び資金不足比率につ い て

（単位：％）

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率区　　分

－ ６．３－－初山別村

３５０．０２５．０２０．００１５．００早期健全化基準

３５．０４０．００２０．００財 政 再 生 基 準

＊実質赤字額又は連結実質赤字額又は将来負担額がない場合は「－」で記載されます。

＊基準は市町村の財政規模によって異なります。

（単位：％、千円）

備　　　考資金不足比率特別会計の名称

４０，６４３（事業の規模）－簡易水道事業特別会計

１６，０２８（事業の規模）－農業集落排水事業特別会計

２０．０経営健全化基準

＊資金不足額がない場合は「－」で記載されます。



　初山別小学校全児童により、旗の波作

戦が行われました。

　旗を持って国道沿いに並び、道行く自動

車や自転車に安全運転を呼びかけました。

旗の波作戦（９月２０日）

９ 月のこんなことあんなこと

韻

今月のほしっこくらぶは

　☆じゆうあそび　でした。　（９月７日）

ほしっこくらぶ －９月号－●９月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

舞台芸術鑑賞事業「あらしのよるに」６昇

ほしっこくらぶ７昌

しょさんべつ農楽校「いも堀り体験」１０松

議会定例会１３昇

乳幼児健診
議会定例会

１４昌

予防接種１５昭

小学校 旗の波作戦２０昇

村民総監視２１昌

ほしっこくらぶ会場開放日２８昌

歯科栄養教室
予防接種

２９昭
１０月の「ほしっこくらぶ」は５日、２６日に自然交流セン

ター２階小ホールにて開催予定です。

秋の全国交通安全運動

　秋晴れとなった９月１０日、小学生を対象とした

中山間事業による農楽校「いも堀り体験」が佐古

大さんの畑にて行われました。学校の教室では体

験できない畑仕事に汗を流しながら、沢山の芋を

収穫しました。

　帰りに収穫した芋をみんなで振り分け、袋一杯

の芋を抱えるお子さんに親御さんは「こんなに食

べれるかなぁ？」と嬉しそうに話していました。

しょさんべつ農楽校 ～いも堀り体験～

　初山別駐在所前にて村民総監視が行わ

れました。

　黄色い旗の波を作り交通安全を呼びか

け、啓発グッズを手渡しました。

村民総監視（９月２１日）
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《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

Ｉｎｓｔａｇｒａｍページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｉｎｓｔａｇｒａｍ．ｃｏｍ/
ｏｋｏｓｈｉ．ｇｉｒｌｓ_ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ/

ｆａｃｅｂｏｏｋページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ
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隊
ほ
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 と
   Ｎ
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保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に

　
　
お
菓
子
を
作
り
ま
し
た
！

　
ふ
じ
み
へ
き
地
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

に
向
け
て
お
菓
子
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
春
夏
秋
冬
の
四
季
が
明
確
な
日
本
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
最
も
お
い
し
く
な
る

供
旬
僑
の
食
材
を
取
り
入
れ
て
、
子
ど
も

た
ち
が
季
節
を
感
じ
る
き
っ
か
け
に
な
れ

た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
作
っ
た
お
菓
子
は
、
初
山
別
の
カ
ボ

チ
ャ
や
も
ち
米
な
ど
身
近
な
物
を
用
い
た

お
月
見
団
子
と
カ
ボ
チ
ャ
ク
ッ
キ
ー
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
農
産
物
を
新
し
い

切
り
口
で
活
か
し
、
村
民
の
方
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
食
品
作
り
を
し
て
行
き

た
い
で
す
。【
春
山
】

葛
手
作
り
の
団
子
と
ク
ッ
キ
ー
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
て
嬉
し
い
で
す
♪

★石川隊員のお料理コーナー①★　～コリンキーのガーリック炒め～

【材料】

毅コリンキー／３００g（1㎝ ほどの厚み
にスライス、皮はむかなくてもＯＫ）

毅にんにく／１片（みじん切り）
毅塩／４ｇ
毅お好みの油／大さじ１（なたね油、
米油、サラダ油など）

【作り方】

①フライパンに油、にんにく、コリンキー、

塩を入れて火をつけ炒めます。コリン

キー全体に油がからまったら弱火にして

ふたをします。

②時々混ぜて５分くらいして、コリンキー

が柔らかくなったら出来上がりです♪

ゲ ート ボー ル大会＆交流会

　数年ぶりに開催されたゲートボールの

大会に参加させていただきました。今回

参加したチームは、有明睦会、初山別新

生クラブ、豊岬福寿会、やすらぎチーム

とそれぞれにカラーのある４チーム。優

勝に輝いたのは有明睦会でした！

　皆さんのゲートボールに対する熱い思

いや楽しんでいる様子が伝わってきて、

そんな大会の雰囲気を私も楽しませてい

ただきました。良いプレーがあるとみん

なで盛り上がり、たくさんの笑顔を見る

ことができました。このような機会に関

わらせてい

ただきあり

がとうござ

いました！

【池田】

２回目のヨガ教室「お寺ヨガ」

　講師はピンクでおかっぱのまなみ

んこと中島まなみ先生！初山別　信

楽寺さんの阿弥陀様がおられる本堂

で、ヨガマットを使って基本の座り

方から呼吸法などを丁寧にレク

チャーしていただきました！

　お寺は心休まり、拠り所としても

落ち着く場所でとても気持ちのいい

時間でした ！ ！

　ヨガの後は、初山別産のお野菜を

ふんだんに使ったお料理を食べていただきました。今回は、

大根とおからの揚げ団子に甘酢あんかけをかけたものとお

塩だけで味をつけたポトフをお料理させていただきまし

た！ ！たくさんの人にお料理をたべてもらえることは、私

にとってご褒美です♪♪

　初山別のみなさんが作ったお野菜は本当においしく、味付

けはシンプルな調味料だけでじゅうぶん。

　いつもいつも地域の皆様のご協力でイベントが開催できるこ

とをとても感謝しております。ありがとうございます。【石川】



　
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
無
く

進
行
し
、
気
づ
い
た
時
に
は
す
で
に

重
症
化
し
て
い
て
回
復
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
特
定
健
診
は
目
に
見
え
な
い

病
気
の
芽
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

の
大
切
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
安
心

な
毎
日
を
送
る
た
め
、
年
一
回
、
特

定
健
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

　
　
歳
～
　
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

４０

７４

入
者

○
基
本
的
な
検
査
内
容

　
問
診
・
身
体
計
測
（
身
長
・
体

重
・
腹
囲
）・
診
察
・
血
圧
測
定
・

血
液
検
査
（
脂
質
・
肝
機
能
・
血

糖
・
貧
血
・
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
な

ど
）・
尿
検
査（
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く
）・

心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査

○
検
査
結
果
に
つ
い
て

　
検
査
結
果
返
却
ま
で
約
１
ヶ
月
を

要
し
ま
す
。
結
果
は
保
健
師
・
栄
養

士
よ
り
説
明
会
で
返
却
し
ま
す
。
都

合
が
悪
く
、
説
明
会
に
参
加
出
来
な

い
場
合
は
、
検
査
結
果
に
応
じ
て
、

訪
問
・
郵
送
等
で
お
返
し
し
ま
す
。

　
健
診
結
果
に
よ
っ
て
、
メ
タ
ボ
の

リ
ス
ク
が
な
い
方
は
「
情
報
提
供
」

し
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
人
は
、
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
、「
動
機
付
け
支
援
～
メ
タ
ボ

リ
ス
ク
が
中
程
度
の
人
に
対
し
、
保

健
師
・
栄
養
士
な
ど
に
よ
り
生
活
習

慣
改
善
の
目
標
設
定
な
ど
の
指
導
が

行
わ
れ
、
３
ヶ
月
以
降
に
結
果
を
確

認
し
ま
す
」「
積
極
的
支
援
～
メ
タ
ボ

リ
ス
ク
が
高
い
人
に
対
し
、
保
健

師
・
栄
養
士
な
ど
が
生
活
習
慣
改
善

の
目
標
設
定
な
ど
を
指
導
し
、
３
ヶ

月
以
上
の
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
た

後
結
果
を
確
認
し
ま
す
」
に
分
け
ら

れ
、
特
定
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

 が
ん
検
診
も
あ
わ
せ
て
 

受
け
ま
し
ょ
う
 

　
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
る「
が
ん
」。
現
在
の

日
本
人
の
死
因
の
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
近
年
が
ん
の
治
療
技
術
は

進
歩
を
続
け
て
お
り
、
早
期
発
見
・

治
療
に
よ
っ
て
治
癒
率
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

○
村
の
総
合
健
診
で
受
け
ら
れ
る
が

ん
検
診

・
胃
が
ん
検
診
（
対
象
 

：

　
歳
以
上
）

３５

バ
リ
ウ
ム
検
査

・
肺
が
ん
検
診（
対
象：

　
歳
以
上
）

４０

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

・
大
腸
が
ん
検
診（
対
象
 

：

　
歳
以
上
）

４０

　
便
検
査
（
２
日
分
を
採
取
）

・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
対
象：

　
歳
４０

以
上
男
性
）
血
液
検
査

　
が
ん
検
診
受
診
結
果
で
「
要
精
密

検
査
」
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
必
ず
、

病
院
で
精
密
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

・
検
診
で
必
ず
が
ん
が
見
つ
か
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
が
ん

で
は
な
い
場
合
で
も
精
密
検
査
が

必
要
と
判
断
さ
れ
る
事
が
あ
り
ま

す
。

・
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
検
診

を
待
た
ず
に
、
医
療
機
関
を
受
診

し
て
下
さ
い
。

 今
後
の
総
合
健
診
日
程
等

◯
　
月
６
日（
日
）

１１
◯
受
付
時
間
　
朝
６
時
～
　
時
　
分

１０

３０

◯
場
所
　
自
然
交
流
セ
ン
タ
ー

　
受
診
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で

す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
役

場
保
健
師
ま
で
。

　
検
診
の
種
類
に
よ
り
ま
す
が
検
診

時
間
は
１
時
間
を
要
し
ま
す
。
受
け

付
け
時
間
の
希
望
が
あ
れ
ば
申
し
込

み
時
に
伝
え
て
下
さ
い
。

（
保
健
師
　
本
間
）

右

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う



宇

■
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の
ご
案

内　
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
な

ど
を
背
景
に
、
土
地
の
利
用
ニ
ー
ズ

が
低
下
し
て
い
る
昨
今
、
土
地
所
有

に
対
す
る
負
担
感
が
増
加
し
て
お
り
、

相
続
さ
れ
た
土
地
の
名
義
変
更
を
行

わ
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
「
所
有
者

不
明
土
地
」
の
増
加
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
所
有
者
不
明
土
地
の
発

生
予
防
の
観
点
か
ら
、
相
続
に
よ
っ
て

土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
相
続
人

が
、
法
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
土
地
を
手
放
し
て
国
庫

に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

制
度
が
、
令
和
５
年
４
月
　
日
か
ら

２７

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
（
売
買
等
に
よ
っ
て

任
意
に
土
地
を
取
得
し
た
方
や
会

社
・
法
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）。

　
な
お
、
通
常
の
管
理
又
は
処
分
を

す
る
に
当
た
っ
て
過
大
な
労
力
や
費

用
が
必
要
と
な
る
土
地
は
対
象
外
と

な
り
、
申
請
後
、
法
務
局
職
員
等
に

よ
る
書
面
審
査
や
実
地
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
時
に
審
査
手
数
料
を

納
付
い
た
だ
く
ほ
か
、
承
認
を
受
け

た
場
合
に
は
、
負
担
金
（
向
こ
う
１

０
年
分
の
土
地
管
理
費
用
相
当
額
）

を
納
付
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
緯
０
１
６
６
儿
３
８
儿
１
１
４
６

※
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
８
時
　
分
か
ら

３０

　
午
後
５
時
　
分
ま
で

１５

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

【
手
続
き
の
詳
細
】

h
ttp
s://w

w
w
.m
o
j.g
o
.jp
/M
IN
JI
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
が
、
控
除
の
対
象
と
な

る
の
は
、
令
和
４
年
中
（
令
和
４
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
　
月
　

１２

３１

日
）
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

で
す
。（
令
和
４
年
中
に
納
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分

の
保
険
料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
対
象
者
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

大
事
に
保
管
し
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
発
送
時
期
①
】

令
和
４
年
　
月
下
旬
か
ら
　
月
上

１０

１１

旬
に
か
け
て
順
次
発
送

【
対
象
者
①
】

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
９
月
　
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

３０

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

【
発
送
時
期
②
】

令
和
５
年
２
月
上
旬

【
対
象
者
②
】

令
和
４
年
　
月
１
日
か
ら
令
和
４

１０

年
　
月
　
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

１２

３１

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

　
※
①
の
対
象
者
は
除
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子

様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご

自
身
の
国
民
年
民
保
険
料
に
加
え
、

そ
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上
と
て

も
有
利
な
だ
け
で
は
な
く
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の

と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度

で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
！

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
よ
り
よ

い
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
地

域
活
動
に
参
加
す
る
シ
ニ
ア
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
で

き
る
活
動
を
考
え
ま
せ
ん
か
？
そ
ん

な
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

【
日
時
】
第
１
回
　
　
月
　
日（
水
）

１０

２６

　
　
　
　
　
　：

　
～
　
：
　

１４

００

１６

００

　
　
　
　
第
２
回
　
　
月
　
日（
木
）

１０

２７

　
　
　
　
　
９：

　
～
　：

　

３０

１２

３０

【
場
所
】
留
萌
市
船
場
公
園
管
理
棟

　
　
　
　
２
階
展
望
休
憩
室

　
　
　
　
（
道
の
駅
る
も
い
）

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

旭
川
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

活
躍
支
援
セ
ミ
ナ
ー



烏

【
定
員
】
　
名
（
地
域
で
何
か
活
動

２０し
た
い
と
を
考
え
て
い
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の

方
々
）

【
費
用
】
無
料

【
主
催
】
北
海
道
保
健
福
祉
部
高
齢

者
支
援
局

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
３
月
末
ま
で
に

全
６
回
開
催
し
ま
す
。

　
全
６
回
す
べ
て
に
参
加
さ
れ
た

方
に
は
地
域
活
動
を
始
め
る
た
め

に
必
要
な
名
刺
な
ど
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
単
発
で
の
参
加
で
も
大
丈

夫
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
緯
０
９
０
儿
８
６
６
８
儿
９
１
８
１

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

■
地
域
返
還
手
続
の
概
要

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
保
管
さ

れ
て
い
る
日
本
の
大
学
に
由
来
す
る

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
遺
骨
に
つ
い
て
は
、

政
府
が
策
定
し
た
「
大
学
の
保
管
す

る
ア
イ
ヌ
遺
骨
等
の
出
土
地
域
へ
の

返
還
手
続
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
沿
っ
て
ア
イ
ヌ
の
人
々
へ
の

返
還
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
に
お
い

て
出
土
地
域
が
明
確
で
あ
る
ア
イ
ヌ

の
人
々
の
遺
骨
に
つ
い
て
、
出
土
地

域
の
ア
イ
ヌ
関
係
団
体
が
返
還
を
希

望
す
る
場
合
の
手
続
を
開
始
い
た
し

ま
す
。

【
申
請
受
付
期
間
】

　
令
和
４
年
８
月
　
日（
火
）～

２３

　
令
和
５
年
２
月
　
日（
金
）

２４

　
　
　：

　
～
　：

　
、

１０

００

１２

００

　
　
　：

　
～
　：

　

１３

００

１７

００

（
祝
祭
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
）

※
上
記
期
間
中
に
申
請
が
無
い
場
合
、

遺
骨
は
北
海
道
白
老
郡
白
老
町
に
整

備
す
る
慰
霊
施
設
に
集
約
し
ま
す
が
、

集
約
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
国

が
返
還
手
続
を
実
施
し
ま
す
。

E
-m
a
il

※
 
  
 
  に
よ
る
連
絡
は
、
申
請
受

付
期
間
中
　
時
間
受
け
付
け
て
お
り

２４

ま
す
。

【
申
請
方
法
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
返
還
を
希
望
す
る
団
体
は
、「
ア

イ
ヌ
遺
骨
等
地
域
返
還
連
絡
室
」
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
方

法
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
申
請
に

必
要
な
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◯
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.m
ex
t.go.jp/a_m

en
u
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　kagaku
/ain
u
/1415588_00002.ht
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〒
１
０
０
儿
８
９
５
９

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
３
丁
目

２
番
２
号

　
緯
０
３
儿
５
２
５
３
儿
４
１
１
１

　
胃
０
３
儿
６
７
３
４
儿
４
０
８
６

　E
-m
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iik
ih
en
k
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@
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■
そ
の
サ
イ
ト
偽
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
す
る
際
は
、
あ
わ
て
ず
、
サ
イ
ト

の
会
社
概
要
な
ど
を
よ
く
見
て
、
確

認
し
て
か
ら
購
入
し
て
下
さ
い

◯
偽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
特
徴

・
会
社
名
な
ど
を
盗
用
、
住
所
が
デ

タ
ラ
メ

・
日
本
語
が
不
自
然

・
支
払
い
が
銀
行
振
込
の
み

・
割
引
率
過
大
な
も
の
は
特
に
注
意

■
ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。
入
山
す
る
時
は
、

ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
等
を
持
っ
て
、

会
話
し
な
が
ら
人
の
存
在
を
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

・
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
を
野
外
に
放

置
し
た
り
、
埋
め
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

・
フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見
つ

け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま

し
ょ
う
。
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、

草
や
木
な
ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た

跡
な
ど
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

秋
の
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
防
止

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
保
管

さ
れ
て
い
る
ア
イ
ヌ
遺
骨
の
出
土

地
域
へ
の
返
還
手
続
に
つ
い
て

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

偽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
に
注
意
！



　ハザードマップで「３つの条件」を確認し自宅にい

ても大丈夫かを確認することが必要です。

　①家屋倒壊等氾濫想定区域に入っていない

　②浸水深よりは居室は高い

　③水がひくまで我慢でき、水・食糧等の蓄えが十分

屋内安全確保

安全な親戚・知人宅への立退き避難

　避難できる場所は、自宅や村が指定する避難所だけと

は限りません。親戚・知人宅が安全な地域に住んでいる

場合は、緊急時の避難先としてよいか事前に相談してお

くと、万が一のときにスムーズな避難に繋がります。

羽

　災害はいつ・どこで発生するかわかりません。地震などの大規模な災害が発生した

場合、電気・水道・ガスといったライフラインが止まるおそれがあります。

　初山別村においても８月豪雨により８月８日から９日までの間、２４時間降水量が

１５７mmと観測史上最大の雨量となりました。

　災害が発生した際の被害を最小限に抑えるには、一人一人が防災意識を高め、日頃

の備えや、被災時の適切な行動が大切です。

　いざ災害が発生したときに慌てず避難するためにも『初山別村防災地図

（ハザードマップ）』を確認し災害に備えましょう。『初山別村防災地図』

には防災に関する一般的な情報や、災害に対する日頃の備えなどが記載さ

れています。

防 災 特 集

～ もしものときに備えてますか ～

避難方法を事前に確認を！

□食料品・飲料水　　□懐中電灯　　　　　　　□お薬手帳

□粉ミルクなど　　　□ライター・マッチ　　　□生理用品

□現金・貴重品　　　□厚手の手袋　　　　　　□衣類・長靴・防寒衣（冬）

□携帯ラジオ　　　　□救急医療品・常備薬　　□使い捨てカイロ（冬）

◎非常持ち出し品

　（避難時に最低限

　　持ち出すもの）

行政が指定した避難場所への立退き避難

　自宅で過ごすことが困難な場合は、指定された

避難所で避難をしてください。自宅を出る前には二次災害を

防ぐため、ガスの元栓を閉め、ブレーカーを切ってください。

非常持ち出し品の他に、感染症対策としてマスク・消毒液・

体温計・スリッパ等も自ら携帯してください。



受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和４年１１月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１０日・２４日完全予約制）

〇

（第４水曜日３０日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ３０日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２４日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（７日）〇

整形専門外来
予約制

予約制八島医師（２日・９日・１７日・２４日）〇〇

８：００～１１：００穴口医師（１１日・１８日・２５日）〇予約優先

完全予約制
佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１０日・２４日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（８日・２２日）〇

整形専門外来
予約制

完全予約制覺田医師（１４日・２８日）〇

１３：３０～１５：００穴口医師（１０日・１７日・２４日）〇予約優先

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（１日・８日・１５日・２２日・２９日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師 ＊変更となる場合もあります。
（１日・２日・８日・１５日・１６日・２２日・２９日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（１０日・１７日・２４日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（２日・１６日・３０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（４日・１１日・１８日・２５日）〇皮膚科（毎週金曜日）

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。
※午前の内科は予約優先で診療を行うため、予約をしていない場合は待ち時間が長くなることがあります。
※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。
※平成３０年１１月から、毎週月曜日の午後に「フレイル外来（完全予約制）」を始めました。
※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました！
※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。
※巡回診療は、小川研修センター（苫前町）で１７日（木）に行います。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひとのうごき

～令和４年９月末～

人口と世帯数
人口 １,０７７人
　　　（△５人）
 男 ５１９人
 女 ５５８人
 世帯数 　５２９世帯 
　　　（△４世帯）

（　） は前月比

迂

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

おくやみ

９／３　木　田　ミヱ子

　　　　　　　　　９２歳（初山別）



※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されてい

る行事などにつきまして、中止や延期、規模縮小などの

措置をとることがありますのでご了承願います。

　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。 雨
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● 今月の主な行事予定 ●
（１０／１２～１１／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（１０月号）
乳幼児健診

１２昌

　

月

１０

予防接種１３昭
破砕ごみ・危険ごみ（初山別・千代田）１４晶

１５松
ふじみ保育所　おゆうぎ会１６掌

１７捷
１８昇
１９昌
２０昭
２１晶
２２松
２３掌
２４捷
２５昇

広報配布（お知らせ版）
ほしっこくらぶ会場開放日

２６昌

幼児歯科検診
予防接種

２７昭

２８晶
２９松
３０掌
３１捷
１昇

　

月

１１

２昌
３昭
４晶

インフルエンザ予防接種（ふれあいの里豊岬館）５松
総合健診６掌

７捷
８昇

乳幼児健診９昌
インフルエンザ予防接種（有明母と子の家）
予防接種

１０昭

粗大ごみ
広報しょさんべつ配布（１１月号）

１１晶

検温器の寄贈について

　公益社団法人

留萌地方法人会

初山別支部より、

社会貢献事業と

して、検温器を

寄贈していただ

きました。検温器は役場、議会等に配置さ

れております。

舞台芸術鑑賞事業「あら しのよるに」

　劇団さっぽろによる人気絵本「あらしのよる

に」ミュージカルの公演会が自然交流セン

ターで開催されました。様々な演出やストー

リーの展開に子

どもから大人ま

で、ワクワクし

ながら演劇を楽

しみ、思い出に

残る芸術鑑賞会

となりました。

令和４年度　自　衛　官　募　集
１次試験会場合格発表試　験　日　程受　付　期　間資　格募集種目

札幌駐屯地
令和５年
１月１３（金）

令和５年１月５日（木）
～７日（土）までの間の
指定する１日

令和４年１０月１日（土）～

令和４年１２月２日（金）

中卒（見込含）
１７歳未満の男子
かつ学校長の推
薦必要

推
　
薦

高

等

工

科

学

校

生

徒

留萌駐屯地

１次試験
令和５年
１月２０日（金）

最　終
令和５年
２月９日（木）

１次試験
令和５年１月１４日（土）
又は１５日（日）のいずれ
か指定された日令和４年１０月１日（土）～

令和５年１月６日（金）

中卒（見込含）
１７歳未満の男子

一
　
般 ２次試験

令和５年１月２６日（木）
～２９日（日）までの間の
指定する１日

※新型コロナウイルス関連により試験日が変更になる場合もありますが、試験案内については

高等工科学校生徒（ＱＲコード）にアクセスして頂きご確認できます。

【問い合わせ先】自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所
　留萌市開運町１丁目５１－２　　緯 ０１６４－４２－４６５０ 高等工科学校生徒（ＱＲコード）葛


